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4. あまりつながらなかった

5. まったくつながらなかった

【設問 5】安全面について、動画を活用した訓練を受講することで、受講者の行動につながる(つなが

った)内容は、次のうちどれだと思いますか？(複数選択可) 

危険箇所、危険行為の感受性が向上し、安全衛生作業(行動)ができる 2 

危険予知を実習前にしつかり行うことができる 1 

ヒヤリハット報告を積極的に取り組むことができる

危険行為を発見した時に積極的に声掛けをすることができる 1 

リスクアセスメント(危険性又は有害性等の調査)に活かすことができる 1 

実習場における安全衛生行動ができる 1 

危険行為を発見した時に積極的に声掛けをすることができる 

危険箇所、危険行為の感受性が向上し、安全衛生作業(行動)ができる 

危険予知を実習前にしつかり行うことができる 

その他(自由記述 学生の間で注意している ) 1 

【設問 6】訓練内容について、動画を使った説明(教材)を行うことで、受講者の行動につながる(つな

がった)内容は、次のうちどれだと思いますか？(複数選択可) 

□「わからない、できない」等の質問が減る

□ 訓練の進行がスムーズになる(効率化) 2 

□ 制作課題の精度がよくなる

□ 自習で使用する機会が増える

□ 課題の完成まで時間が短縮される

□ 訓練に積極的になる(グループワーク等含む)

□ 確認テストなどの平均点が向上する 1 

□ 応用的な質問が増える

□ 仕事での活用方法についてイメージまたは質問できる

その他(自由記述 ) 

【設問 7】今後、他の訓練に動画を活用すべきだと思いますか? 

1. ぜひ活用すべきだ 2 

2. どちらかといえば活用すべきだ

3. どちらともいえない

4. どちらかといえば活用しなくてよい

5. 活用するべきではない（理由：

【設問 8】今後、実習前に視聴する動画を活用するにあたり、改善点や追加したほうがよい内容や他の

有効活用方法などがあればお聞かせください。(自由記述) 
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(１)目的・活用イメージ

本資料は、統計を初めて取り扱う方（特に木造実技教科書を活用している全国の能力開発

施設の指導員の皆様）にも、簡単に統計分析を行えることを主目的として作成しました。専

門的なソフトでなく、Excelで作成しています。付表 2.1と付図 2.1に示す統計分析の流れ

に従って統計分析を行えば、結果を簡易に確認できます。本ツールを通じて、木造建築実技

教科書の確認テストに限らず、さまざまなデータを統計的に比較・分析することで、多くの

方の論文投稿や学会発表の足掛かりになれば幸いです。また、実習を実施する前に、動画教

材と本 Excel による統計分析確認テストを確認していただき、適切にご活用いただければ

と思います。 

(２)分析内容・分析項目

確認テストの結果から、「教育効果の測定」を行うために以下の流れに沿って 2群のデー

タの平均値の差を統計的に比較分析することができます。

付表 2.1 統計分析の流れ 

⓪データの確認
適用する検定の種類を確定するために比較する２群のデータに対応

の有無を確認します。 

①サンプルサイズの

確認

確認テストを実施する前に統計力が十分であるか確認します。 

サンプルサイズ（被験者数）から統計力を算出します。

②集計表へ点数の入力 実施した確認テストの点数を入力します。 

③基本統計量の把握
平均値や標準偏差などデータの傾向を把握するために基本統計量を

確認します。また、考察する際の材料にもなります。 

④正規性の確認

正規性の有無は適用する検定の種類に影響します。そのため、データ

の正規性は QQ プロットで大まかに確認します。 

※本 Excel 統計分析ツールでは、データの正規性に関係なく使用できる

ノンパラメトリック検定を採用しています。本検定は本来、正規性が

満たされない場合の代替手法ですが、一般的な統計分析では正規性の

確認が重要です。

⑤外れ値分析

箱ひげ図を用いて外れ値分析を行い、明らかに傾向が異なる被験者を

特定します。外れ値が確認された場合は、その被験者を特定して原因や

背景を検討し、考察に反映させる必要があります。 

⑥効果量と検定結果

検定結果の信頼性を判断するために効果量 r を確認します。効果量が

小さい場合は、検定で示された差や関係に十分な実質的意味がなく、結

果を信頼しにくいということです。 

検定結果は、比較する 2 群のデータの平均値に差があるかを確認する

ために、有意水準 0.05 を基準に判断します。 

⑦考察

⑥の検定結果を基に 2 群のデータを考察して教育効果の測定結果を

導き出します。この時に検定結果だけでなく、③④⑤の項目の数値や傾

向を取り上げながら総合的に述べることが重要です。 
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付図 2.1 統計分析の流れ 

⑥「効果量と検定」対応なし
検定の効果量の把握
テスト結果に差があるか検討

有意差

平均値に差あり 平均値に差なし

有り

無し

異なる（対応なし）

②集計表に
点数を入力

③「基本統計量」
集計結果の傾向を

把握する

⑥「効果量と検定」対応あり
検定の効果量の把握
テスト結果に差があるか検討

⑤外れ値分析
箱ひげ図で明示
外れ値を考察

有意差

平均値に差あり 平均値に差なし

有り

無し

「データの確認」
データに対応があるか確認

２標本は
同一の人物・グループ

の比較か

同じ（対応あり）

外れ値の有無

考察

無し

有り

効果なし
DataAとDataBの平均
値に差がない。

考察

効果あり
DataAとDataBの平均
値に差がないとは言

えない。
考察

被験者数に
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞが足りるか

①「検定力分析」
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞの確認

足りない
被験者数を増やす

足りる

④「正規性の確認」
QQプロット図から
正規性を確認

②集計表に
点数を入力

③「基本統計量」
集計結果の傾向を

把握する

⑤外れ値分析
箱ひげ図で明示
外れ値を考察

外れ値の有無

考察

無し

有り

被験者数に
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞが足りるか

①「検定力分析」
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞの確認

足りない
被験者数を増やす

足りる

④「正規性の確認」
QQプロット図から
正規性を確認

A B A’ B’
比較

A B C D
比較

効果なし
DataAとDataBの平均
値に差がない。

考察

効果あり
DataAとDataBの平均
値に差がないとは言

えない。
考察
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⑤外れ値分析
箱ひげ図で明示
外れ値を考察

外れ値の有無

考察

無し

有り

被験者数に
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞが足りるか
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足りない
被験者数を増やす

足りる

④「正規性の確認」
QQプロット図から
正規性を確認

A B A’ B’
比較

A B C D
比較

効果なし
DataAとDataBの平均
値に差がない。

考察

効果あり
DataAとDataBの平均
値に差がないとは言

えない。
考察
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(３)使用手順

●ファイルを開く

「Excel 統計分析.xlsm」をダブルクリックで開きます。 

TTiippss！！  ママククロロをを使使用用ししてていいるるたためめ、、フファァイイルルをを開開くくとと以以下下ののよよううににセセキキュュリリテティィ警警告告がが  

出出現現すするるここととががあありりまますす。。そそのの際際はは、、「「ココンンテテンンツツのの有有効効化化」」ををククリリッッククししててくくだだささいい。。  

●シート内の構成

B～O 列にかけてフロー図があります。このフロー図に沿って統計分析を進めていきます。 

また、Q～S 列が結果や傾向を把握するためのグラフなどが配置されています。 

U～W 列に確認テストの点数を入力します。 
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⓪「データの確認」データに対応があるか確認

比較するふたつのデータに対応があるかどうか確認します。

0.1 フロー図の図形をクリックするとポップアップで内容が表示されます。

0.2 比較したいふたつのデータに対応があるかないかは、同一の人物やグループで 

あるかどうかです。確認出来たら「OK」をクリックします。 

同一の人物・グループ 異なる人物・グループ 

0.3 対応の有無を確認したらフロー図に沿って進めます。 

A B A’ B’
比較

A B C D
比較

異なる（対応なし）

「データの確認」
データに対応があるか確認

２標本は
同一の人物・グループ

の比較か

同じ（対応あり）

①「検定力分析」
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞの確認

①「検定力分析」
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞの確認

A B A’ B’
比較

A B C D
比較

１１ 

２２ 

３３ 
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①「検定力分析」サンプルサイズの確認

検定力分析では、サンプルサイズであるテスト実施予定の被験者の人数を入力していただく

と、検定力がいくつになるかというのを簡易的に表示します。 

1.1 ①の図形をクリックすると、R2 のセルが選択されてポップアップが出現します。 

1.2 サンプルサイズ（R2）のセルに被験者の数を入力すると、検定力（R3）が示されます。 

1.3 被験者が 15 人の予定である上図の例では、検定力は 0.83 となりました。 

検定力は一般に 0.8 以上であれば、十分と言われているため、おおむね検定力があると言え

ます。 

1.4 フロー図に戻り矢印に沿って進めると、サンプルサイズが足りるかどうか確認します。 

足りなければもう一度サンプルサイズを確認し、足りるようであれば、引き続き矢印に沿っ

て進めます。 

被験者数に
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞが足りるか

①「検定力分析」
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞの確認

足りない
被験者数を増やす

足りる

被験者数に
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞが足りるか

①「検定力分析」
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞの確認

足りない
被験者数を増やす

足りる

１１ 

２２ 

３３ 
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②集計表に点数を入力

2.1 ②の図形をクリックすると、VW の列に移動して、ポップアップが出現します。

2.2 DataA、DataB それぞれに点数を入力する黄色いセルがあります。 

黄色いセルに実施したテストの点数を入力します。 

2.3 入力が終わったら、フロー図に戻り、矢印に沿って進めます。 

②集計表に
点数を入力

③「基本統計量」
集計結果の傾向を

把握する

被験者数に
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞが足りるか

足りる

１１ 

３３ 

２２ 
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②集計表に点数を入力

2.1 ②の図形をクリックすると、VW の列に移動して、ポップアップが出現します。

2.2 DataA、DataB それぞれに点数を入力する黄色いセルがあります。 

黄色いセルに実施したテストの点数を入力します。 

2.3 入力が終わったら、フロー図に戻り、矢印に沿って進めます。 

②集計表に
点数を入力

③「基本統計量」
集計結果の傾向を

把握する

被験者数に
ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞが足りるか

足りる

１１ 

３３ 

２２ 
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③「基本統計量」集計結果の傾向を把握する

3.1 ③の図形をクリックすると、Q7～S17 のセルに移動して、ポップアップが出現します。

3.2 基本統計量（Q7～S17のセル）とは、平均や標準偏差、最大値などの数値が、 

DataA、DataB それぞれで算出されています。 

3.3 表示される「③平均値と標準偏差」のグラフから DataA、DataB のおおまかな傾向を見てい

ただきます。 

3.4 確認できたらフロー図に戻り矢印に沿って進めます。 

②集計表に
点数を入力

③「基本統計量」
集計結果の傾向を

把握する

④「正規性の確認」
QQプロット図から
正規性を確認

１１ 

２２ 

３３ 

４４ 
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④「正規性の確認」QQプロット図から正規性を確認

4.1 ④の図形をクリックすると、Q31～S43 のセルに移動して、ポップアップが出現します。

4.2 正規性を確認するために QQ プロット図（Q31～S43 のセル）のグラフの分布を見ます。 

このグラフの分布がおおむね直線であったら正規分布に近いと言えます。 

4.3 セル Q16 と S17 の尖度と歪度の値について、尖度は 1 未満、歪度は 0.5 未満であれば正規

分布に近いと言えます。 

4.4 確認できたらフロー図に戻り矢印に沿って進めます。 

③「基本統計量」
集計結果の傾向を

把握する

⑤外れ値分析
箱ひげ図で明示
外れ値を考察

④「正規性の確認」
QQプロット図から
正規性を確認

１１ 

２２ 

３３ 
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１１ 

２２ 

３３ 
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⑤外れ値の分析 箱ひげ図で明示 外れ値を考察

5.1 ⑤の図形をクリックすると、Q44～S59 のセルに移動して、ポップアップが出現します。

5.2 箱ひげ図（Q44～S59 のセル）から明らかに異なる傾向を持つ被験者を見つけることを目的

として外れ値を確認します。外れ値がある場合は、 その外れ値に対してポップアップの内

容を参考に考察をします。 

5.3 外れ値のある被験者がいる場合は、集計表から該当の被験者を確認して、該当の被験者の

事前事後アンケートの回答結果から考察する必要があります。 

5.4 確認できたらフロー図に戻り矢印に沿って進めます。 

⑥「効果量と検定」対応なし
検定の効果量の把握
テスト結果に差があるか検討

⑤外れ値分析
箱ひげ図で明示
外れ値を考察

外れ値の有無

考察

無し

有り

④「正規性の確認」
QQプロット図から
正規性を確認

１１ 
２２ 

３３ 
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⑥「効果量と検定」対応あり 検定の効果量の把握 テスト結果に差があるか検討

6.1 ⑥の図形をクリックすると、Q61～R65 のセルに移動して、ポップアップが出現します。

6.2 効果量とは、検定の効果の大きさを見ることを目的として算出します。 

効果量は大きいことが望まれます。 

6.3 次に検定では、DataA、DataB の２群間の比較結果が示されています。 

今回の p 値は 0.01 のため、「有意差あり」と判定されています。 

⑥「効果量と検定」対応あり
検定の効果量の把握
テスト結果に差があるか検討

有意差

平均値に差あり 平均値に差なし

有り

無し

１１ 

２２ 

３３ 
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⑥「効果量と検定」対応あり 検定の効果量の把握 テスト結果に差があるか検討

6.1 ⑥の図形をクリックすると、Q61～R65 のセルに移動して、ポップアップが出現します。

6.2 効果量とは、検定の効果の大きさを見ることを目的として算出します。 

効果量は大きいことが望まれます。 

6.3 次に検定では、DataA、DataB の２群間の比較結果が示されています。 

今回の p 値は 0.01 のため、「有意差あり」と判定されています。 

⑥「効果量と検定」対応あり
検定の効果量の把握
テスト結果に差があるか検討

有意差

平均値に差あり 平均値に差なし

有り

無し

１１ 

２２ 

３３ 
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6.4 検定結果については、短絡的に教材の効果があった、なかったと 判断するのは望ましく

ありません。 

⑤箱ひげ図や③平均値標準偏差から、どういう傾向であったのかを確認していただいて、

ポップアップの内容を参考に考察を行う必要があります。 

以上が、エクセル 統計分析ツールの使用方法になります。 

４４ 
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